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漁、 場 の 研 究

1 オコック海のサケ・マスについて

前田辰昭

/北海道大学水産学部1
1遠洋漁業学教室/

三島清吉

(北海道大学水産学部)
練脅艇北星丸

斎藤市郎

(::~m:芸もす塁)

Studi，田 onthe Fishing Grounds 

Tatsuaki MAEDA， Seikichi MISHIMA and Ichiro SAITO 

Abstract 

In the searching for fishing grounds it is important for one to understand the living ∞n・
ditions of the creatuI窃，sea and weather conditions， suitabi¥ity of fishing gear and method. 
The salmon fishery in Japan is of great economic importanω. According to the Agreement 
of the 2nd Japan-Soviet Fisheries Congre鈴， in the Okhotsk Sea，. flom 1959 this fishery has 
be∞me Iorbidden for a whiIe. 
Neverthele鑓 thestudies on the fishing ground remain uncompleted. In the deep sea of the 
Okhotsk se温fourfishing grounds are Iisted as foIlows: 
(A) Area around the northem KuriIes. 
(B) Area off Kavran Bay. 
(C) To the north-east off SakhaJin. 
(D) To the north-west off the southem KuriIes. 
(A) This area is very complex in sea∞nditions on ac∞unt of mixture of flow through the 
Onnekotan Strait，ω0) water along the northem part of the Araito Island and the peculiar 
water in the Okhotsk Sea. Moreover anadromous salmon going to the rivers in the Kamchatka 
Peninsula concentrate in the straits 泌tweenthe Kuriles. 
(B) This area∞rresponds to the touch point of theωuthernωd of the tidal current from 
the Penjinskii Bay鈎uthward∞astal flow from Kavran Bay and northward-warm flow above 
thec∞1 water along the Kamchatka Peninsula. 
(C) The water has lower temperature and higher salinity than elsewhere. Owing to its 
characteristics， fish movement towards the north is obstructed and groups are made， according 
to the writers opinion. These groups are likely to move toward the east and then north. 
(D) In this area is found a mixture of the Tsushima Current through the Sδya Strait to 
the south and the鉛uthwardflow along the east coast of SakhaIin. 
Some of the salmon migrating through the straits of the制JthemKuriIes gather in that 
vicinity. 

I緒 言

漁場の研究は各方面からそれぞれの部門にわたって行われているが，こ》では海況と漁況からこの間題を

とりあげてみた。

1958年の7月から 8月にかけて北海道大学水産学部練習船北星丸によりオコック海の海洋観測ならびにサ

ケ・マスの生物調査を実施したので，主としてこの資料からオコ Yク海における公海のザケ・マス漁業を対

象とした場合の漁場について検討した。

その結果からホロムシロ島及びアライト島周辺海区，カブラγ湾北西海区(ペγジνスキー湾人口附近)， 
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サガレン北東海区，オコック海南部海区(北海道北東部〉の4つの海区が好漁場と推定される。
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Fig. 1. Echo-image of sa1mon shoal (55010'N， 
144030'E) 合においては稀薄である と予想される。

Table ¥. Dale on calch of salmon on 1958 cr山由 ofthe ~(\jÏ\í試験の結果は回数が少いの
“Hoku配 Maru"10 the Okhotsk Sea で全般的な分布を知ることはで
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(0 03 (358 0〉 (358 0〉

14 265 85 
(4) (73) (23) 

14 1 15 5〉 617 (2) (80) 

4 
(8 8) 

84 
(4) (84) 

30 35 22 
(15) (17) (J 1) 

23 14 17 
(28) (17) (21) 

20 16 23 
(29) (23) (33) 

27 20 51 
(10) (8) (19) 

〔1130〕 〔2159〕
20 
(16) 

62 82 20 
(18) (23) (6) 

9 

きないが，オyネコタ y海峡の
Numt町 of

北西方の NO.5の操業地点ではcatch per 
Silver |…hackle カラフ トマスを主として反当りSalmon 

。 0.6 
6.7尾を得て最も多く.No.4で

も3.2尾 を示し沿岸に近いほど。 4.5 概して多〈の漁獲がみられた。

なおオコッ ク海のザケ ・マス。 0.6 
漁業は従来冶伴近くで行われ，

。 3.2 沖合とくに'11央都における漁li(i

21 6.7 
資料は見あたらず，この海区で

(3) の魚群のiml務状況は不~Jであっ

4 0.9 た。しかし今回のぬ能試験によ
(4) 

ると NO.lの56000'N. 145017' 
115 7) 1.8 
(5 Eで0.6尾.No. 2の56000'N. 

(238 4〕
0.7 149000' Eで4.5尾.NO.3の55'

22' N. 152041' Eでは0.6尾 の
11 0.6 

槌綱率を示し.iiitf.Jには少いが(15) 

165 2.5 魚群が1匝l滋していることを確認
(63) 

した (Fig.2. Table 1 )。

(750 5〉
¥.3 

これまでの研究ではサケ ・マ

1(859 3〉
3.6 スは一般に水平のJkt且傾度が大

きく， 按分差の大きい潮援の周

-48ー



1 前回外:漁場の研究1959J 

55・

駒・

45" 

〈
一
品
↑
〈

Zυ
乏
〈
U
晶

155' 150・145" 

Fig. 2. Locatio問。fthe hydrographic stations and the fishing stations， horizontal 
distribution of temperature and saIinity at the 1Q-meter level 0αupied by the 

“Hokusei M釘u"in July 1958 
o Hydrographic station Location of salmon gill-net set 

この見地からオコック海の好漁場を次の4海区と推定し，

-49-
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そのおのおの水域について詳細に述べようと思う。

1 ホロムシロ島及ひ'アライト島周辺海区

7月における10m層の分布をみると当海区の沿岸側には周囲より寒冷で高戯な水帯が現われ， 7K温は6
0
C

以下で塩分も 32.85%0位を示している。この水帯の出現について梶浦めは観測当時東風が卓越していたため

に海岸近くに湧昇流が起り垂直混合が発達するからではなu、かと推定しており，今回の観測の時にも低気圧

が常にカムチヤッカ争島の南側を通過していたので東風の日が多く，梶浦の推定の如く考えるのが至当であ

らうと思われる。またカムチヤッカ宇島西海岸の沿岸1O-20i里の沖合を南下する流れ31と太平洋からオy ネ

コタシ海峡を抜けてオコヲク海に流入する水塊 2/i)等がこの海域において合流していっそう垂直混合を盛ん

にしているためではなu、かと判断される。

8月におけるこの周辺の観測資料についてみると (Fig.3) ， 7月と向様にホロムシロ島からカムチヤッ

カ南端沖にかけて冷水帯がみられ，オンネ

コタン海峡方面から北方に伸びている。

観測l点のT-Sダイヤグラムによると

(Fig. 4)， 5t.1，2，3はかなり似た傾向があ

り同一水塊に含まれるものと解され，これ

らの水塊は太平洋からオコヲク海に流入し

たものと思考される。下層水にはあまり菱

化は認められないが表層では5t.lから5t.

3に至るにつれて多少温度は上昇し，塩分

は低くなっている。これはオコック海に入

った水塊が北上するにしたがって周辺の高

温低鹸な水塊と混合するためであらうと忠

われる。 5t.4になると前記3点に比して

全般的に高温低献で，とくに表層はオコヅ

グ海特有の7.1<.帯に覆われ表面では110C，32.

34%0を示している。さらに5t.5，6では沿岸

水の影響が顕著で塩分は32.30%0以下の低

い数値で，具った7K帯になっている。

以上の結果から太平洋から流入する水塊

は表層では5t.3附近までと考えられ，だい

たい等温線の 100C位までがこの水塊の彰

響によるものと思われる。実際この附近に

は顕著な潮境が現われており，プラy クト

y も多く，太平洋から流入する7.1<.塊の流域

では Diatomの発生のため透明度は他の海

区に比較して甚だしく低くなっている。こ

の水塊とオコクグ海固有の7K帯との潮境附

近にはサケ・マスの餌終である Themisto

I噌onicaの大発生が認められた。このよう

なことから当海区のオyネコダン海峡から

流入する太平洋からの水帯とオコック海固

有の水帯との潮境は漁場としては短めてよ

北大水産糞報
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Fig. 3. Locations of t..be hydrographic stations and 
the fishing stations， horizontal distribution of 
temperature and salinity at the鍵asurface 0αupied 
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1959J 前回外:漁場の研究 1 
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い条件を有していることがわかった。

一方カムチヤツカ西海岸中部以南の諸河川に湖河する大量のサヶ・ 7 スやオコヅグ海の北岸，とくにオコ

ック沿岸の河JIIに湖上する魚群は太平洋側から北千島の諸海峡を，主としてオyネコダシ海峡を抜けてオコ
タク海に入ると云われているが尺 これらの魚群が狭い海区を通過するゆえ好漁場となり得るは勿論で，さ

らに前述のように水温傾度が大きく塩分差があり，しかも餌料となるプラyグト yの多い潮境に集約される

のであるから絶好の漁場を形成することになるのである。

つぎに漁獲試験の結果より海況と漁況との関係をみると CFig.3， Table 1)，オyネコタ γ海峡より北方

に伸びる水帯と漁況とが関連あるものの如<，太平洋から流入する水帯の流域と考えられる操業地点のNo.7，

No.10， No.ll ， No.12等における漁獲が比較的多しこの流域外にあたる No.8.及びNo.9は共に漁獲が少か

った。同年はサケ・マス群のi図滋がとくに少かった年であり，かつ終漁期であったため好漁を得ることは出
来なかったが，しかし他の水帯に比して良い成積をおさめた。 1955年著者等めが同海域を調査した結果より

すると， 6月には前記せる北上流の周辺が漁場となり，まづシロサケが現れ，ついでカラブトマスの大群が

来滋し， 7月に入って全水域の水温が上昇するにおよんで魚群はこの水帯の先端70C台に沿って北方に移動

するようである。 6月下旬におけるこの流の彰響は北は53000'N附近に達し，東西では 153030'E-1540 

30'Eにおよんでいる。

8月になるとオコック海の全域が 120C以上の水帯で痩われるようになり，公海の魚群は急に獄少してく

る。しかしこの時期になると集団的に移動するギンサケの漁期になり，海況はFig.3に示すものと似た状態

になってホロムシロ島の西側に冷水帯が残り，オy ネコタシ海峡より抜ける流の周辺90_100C位の水帯に

-51一
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好漁がみられて反当り10尾以上を示すこともあり，この流域外の擢網率4-5尾位と比較して著るしく好成績

であった。

要するにホロムシロ島及ひeアライト島周辺の漁場ははじめシロサケが出現し，ついでカラアトマスが来砕

してオコツグ海における最初の漁場を形成する。すなわち太平洋からオンネコダシ海峡を抜けて流入する水

帯の周辺がまづ漁場となり， 6月末から 7月にかけてカムチヤッカ西海岸沖合の水温が上昇するとともに魚

群も北上し，一時この漁場の魚群は稀薄となるが， 8月に入り終漁期になるとカムチヤッカ西海岸の魚群も

また急激に減少する。このようにシロサケとカラフトマスが少くなるのとは逆にアライト島周辺にはオyネ

コタン海峡より流入する水帯にギyサケの群がみられ，冷水帯の周辺に好漁場を形成するがこれは短期間で

終る。

2 カブラシ湾北西海区(ペYジyスキー湾入口附近〉

カブラシ湾北西部周辺の海況及び漁況については今回の調査では資耕が少く，満足すべき結果は得られな

かったが，カブラシ湾の西側には南北に伸びる等温線が密に分布していることと，この附近の海流はカブラ

シ湾沖を南西に流れその一部は南に，他の一部は北西に転流していることのが明かとなった。

当海区の海況については須田町，丸JIIO)")，重松10)，梶浦め等の報告があるが，概して資料が乏ししその
結論も一定していない。筆者らは1955年lJ汲び1957年12)13)に同海区を調査したのでその資料にもとつ守いて述

べてみよう。

1957年7月の海況はカブラン湾沖と対岸のコニー宇島側に冷水帯がみられ，ペyジシスキー湾口の中央部

には高温帯が認められ舌状に湾の内側jに仲びている。当時オコック海北部の表面水温は 110C台に上昇して

いたが，湾口附近には湾の内側から張り出している30_50Cの低視部があった。塩分も等温線tこ沿って分布

し，沖合に高鹸な 32.80~ の等塩分帯があり，陸岸沿いに低離な7K帯がみられベy ジンスキー湾に連なって

いた (Fig.5)。すなわちこの海区には陸水の影響による低温低鹸な水帯と，沖合水の高温高献な7K帯があ

って，この同水帯は湾口附近で潮境をなしており，ザケ・マスならびに池ニシ γの魚群はこの潮境に密であ

った。

PENJINSKII 

BAY 
59。

開。

1印。

Fig. 5. Locations of the fishing stations， horizontal distribution 
of temperature and salinity at the sea surCace occupied by 
tOO “Hokusei Maru" in July 195'( 

• Location of herring gill-net set 

オコツグ地方附近の河JIIに湖上

するサヶ.マスの多くはカムチヤ

ッカ学島西海斧の沖合を北上し，

この附近より北西に移動すると云

われているがへ この移動群がさ

きに述べた潮境に集約される可能

ぞ主があり，図のNo.l及ひ=No.2の

操業地点では池ニシン調査中〈ア

ミラ y製ニシン網使用〉に南側か

ら擢網するサヶ.マス群があって

おのおの反当り 3.4尾の催網率を

示し， 58056' N， 143015' E及び

58044' N， 146019' Eではともに

1.2尾を漁獲したのに対比して好

漁獲が認められた。

また1955年7月上旬における調

査資料11)によると， 154030' E線

を::![:上したところ56000'N主材じに

はペンジンスキー湾の急潮の彰響

による冷水塊があって西側に張り

出しており， 80Cの暖かU、7Kが南方から冷水塊に覆いかぶさって，その深度は北上するに連れて次第に浅く

-52-
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なっている。この間水塊の不連続線は 56030'N附近にみられた。このI時期のZM!i1はシロサケが主体であっ
て，その権綱方向は55000'N以南の海域においては南からであったが，北上するにしたがってその方向はし

だし、に東に転じ.56000' N附近では南東に変っていた。 これはオyネコタy海峡からオコツ F海に入った魚

群の一部がカムチヤッカ牛島沿いに北上し.56。ω'm!t近からカフラ y湾沖にみられる冷水苦手にはばまれて
滞crmの周辺に集約され，その後北西に沼海し，さらに西に向ってオコッ ク沿岸に至るものと考えられる。し
たがって冷水帯と高温帯の潮自立が漁場となっているが， 毛事動群であるために魚群が長い間停滞することはな

く，ホロムシロ島及びアライト島周辺におけるギyサケの魚群の如く同一地点で好漁が続〈ことはない。

6月より 7月にかけてはシロサケが漁獲の大牛を占めているが.7月中旬以降になるとカラフ トマスの比

率が増し.7月下旬にはカラフ トマスが大部分を占めるようになる。

3 サガレy北東海区

サガレ y北東における 200mの等i架線は東方へ突出しているため，アムーノレがIの影響によると 思われる低

械な沿岸JJ(はサガレ y北部より東方へ液出し，さらに砕I下するが，一部は北京に流れて渦流を形成する4)。

そのため浅推部附近には垂直混合が起り ，他の観測点に比較して表層においては低温高鹸な，中国において

は高槻似械な特異な水塊が存在していた (Fig.2)。この7J(塊の縁辺と思われるSt.llから St.l2にかけては

東西に{中びるきわめて顕著なi!'.iJ抵がみられ (Fig.6) .その方向は海流，等温線，年i‘旗分科l等の方向と一致

している。

Fig. 6. Remarkable current-rip of the sea surface 
(55010'N， 144030'E. July 14. 1958) 

こ<01，品流を'-1.'心とするJKIIll及び鑑分の

垂直断n'i'によっても呉常な渦流の存在
がわかる。すなわちSt.13より St.7に

至る南北(f;垂直lliiiIiiでは St.8を中心

とする表厨にサガレ y北部から寒流し

たと考えられる 30.00%>以下の低級帯

があって.10mから30m層において顕

著な路厨をなし.:!ffi直の士塩分差が大き

くなっている。 しかし St.13は水温，

塩分と もに語直の差は少く ，さらに他

の観測点にみられるような負iEI帯は認

められない (Fig.7)。またSt.l3より

St. 15に至る東閣の断聞ではサガレ y

の北部を東流し，さらに北に流れると

忠われる低献な7K帯があってSt.14を

中心とする表層に分布しているが.~t.l 3 ではよー周の境分は高〈水温は低 くなっており，この点の中国は St.

14及びSt.l5に比して高温低織になっている CFi，.8)。
須田川は北洋の海況について夏季流入する河7J(は表層を薄く被覆して，これが太陽熱を受けるため表i白i近

くの昇温急にしてそのf~~ドとの7J(j国\11:が大きくなる。したがって安定度の増加により渦動または対流による

熱の下方移動がほとんど行われなu、。そのため冬期間に生じた負混帯は夏季にも消えずに存在すると述べて

いる。St.13を除いた他の観測点はャ、づれもこのような特質を示し，表層に高温低献なJK帯があって10mか

ら30m厨において鼠層をなし.tt冷厨すなわちこの海域では負温帯が50mから200mにわたって分布してい

る。これに対して St.13はがI水の苦手響を受けた表厨の高温低繊な水帯は垂直混合によって消滅し，さらにれ

ilu¥帯も認められなし、。

以上によりSt.l3を中心として渦流があり，垂直混合が臨んであることが推察される。この特製ーな7J(塊は凌

l風;!L町，E句僑15及び195712;131の級isljによってもみられ，これがぬ況を判断するのに!i[要な妥素となってくる。
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Fig; 7. Tem戸ratureand saIinity vertical distribution in a longitudinal 
鋭!Ction
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Fig.8. Tem開ratureand salinity vertical distribution in a latitudinal 
section 

(X.l 

サガレシ東岸のザケ・

マスの洞滋については

南千島の海峡を抜けて

オコック海南部の適水

，帯を通ってザガレン東

岸に室り，さらじ北上

してアムール河及び北

方のオコヅグ地方に向

うと云われているが6¥

前記の特異な水塊に

よって北上をはばま

れ，一時潮童話の周辺に

停滞するものと推定さ

れる。したがってこの

水塊の縁辺にあたる南

側の潮境に漁場が形成

されるものと判断され

る。なお顕著な潮境が

出現した5t.11から 5t.

12に向い航走中に魚群

探知機によってかなり

濃い魚群を連続してと

らえている (Fig. 1， 

Fig.9-A)。この水

塊の中心附近にあたる

No. 1の操業地点では

魚群の記録はまばらに

なっており (Fig.9-

B) .漁獲試験の結果

も反当り 0.6尾にすぎ

なかった。またアライ

ト島の西方の No.5の

操業地点においては

6.7尾の漁獲率をあげ

たときの投網中の魚探

記録でさえもこの潮境

附近ほどの濃い魚群記

録は認められなかった

(Fig.9ーC)。
資料が少いので結論は出し得ないが，この3つの魚探記録よりすると，向l.k塊の南側における好漁が期待

され，また今後漁況，海況を検討するうえに興味ある海区と考えられる。なおこれらの魚群はその後潮境の

周辺に沿って東行し，再び北上するものと判断され，渦流の中心にあたるNO.1では0.6尾の漁獲率であった
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のに対して，潮境の附近と考えられる。 No.2ではオコック海の中央部であったにも拘らず南側から憾綱し

た4.5尾の(.<<1.flii率を示していた (Table1)。

電〉

S 

F 

~州同酬酬岬伊物機

i
A

・

j
i
 Fig. 9. Echo. image of salmon shoal 

A. 550lO'N， 144010'E July 14， 1958 
B. 55045' N， 1450CO'E July 14， 1958 
C. 5100G'N， 153021'E July 22， 1958 

111 結
q 

100' 

4 オコック海南部海区(北海道北東

部〕

この海区は日木海から宗谷海峡を抜け

てオコック海に入り，さらに北海道の北

見，網走沿岸に沿って沖合を東行し，知

床岬附近から転流して北東に向う高温高

繊な対島海流と ，サガレ y東岸を南下す

る低温低献な東棒太海流とが混合する海

区で7)附 7)，7kl昆および塩分の分布は複

雑な状態を呈している。

今回の観測によるとグナシリ島の北方

に水温傾度の大きい水械が認められ，等

温線及び等t包分説lは概して南千島の列島

に沿って分布し，北側に低温低献な7k帯，

南官llJには対鳥海流の霊長響があると思われ

る高温高献な水帯がみらねる (Fig.2)。

また襟識放流の結果的よりすると，当

海区は太平洋から南千島の諸海峡，主と

してエ トロフ海峡を抜けるザケ ・マスが

サガレy及び北部bベリヤの各河川へ向

う通路にあたり魚群は2つの水塊の交

錯によって生じた潮主主に集約される可能

性があると想像され，好漁掲となり得る

ものと思われる。

漁場の価値についてはまだ資料が少

し将求の研究にまたねばならなし、。

150; 

言

この研究はI 五日とV:~ifè との関係を究。l したものであるが ， r.的必試験の資料が少いためオコック泌全域にわ

たる結論は得られなかった。しかし海足から推察されるサケ ・マス漁場としては，ホロム乙 ロ鳥及びアライ

ト島周辺海区，カフラ y湾北西海区(ペンジ yスキー湾入口附近)，サガレ y北東海区，オコヅグ海南部海

区(北海道北東部〉の4海区をあげることが出来る。このうちオコック海南部を除いた海区は漁況から或程

度の裏付がなされ，好漁場となり得るものと判断されるが，オコツグ海南部はt官経資料がないため今後の課
題として言及をさし控えたU、。

じゅうらいの研究ではオコツグ海のサケ ・マスのiIIT憾について，カム千ヤッカ牛島西海岸沖合及ひeサガレ

y束ー岸111'合を北上することはわかっていたが，木調査の結果潮mの周辺にあたる56000'N， 149000' Eのオ
コツグ海'1"央部にも多くのサケ ・マス群の加滋があることも明かにすることができた。

木研究にあたり北海道大学水産学部紙習紛北星丸乗組員各位の洋上における絶大なる御協力を謝し， また

資料整理に際しては木学部海洋気象学講座小藤英登助教凌，同秋葉講師ならひVこ遠枠内1業学講座上野元 助

教疫の御協力に対し，0から感謝する次第である。
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なお本研究に要した費用の一部は文部省科学研究費によったことをF慌己する。
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